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木簡 奈文研＋自治体データ
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木簡データベース
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文化財情報の統合プラットフォーム

2025年3月
全国文化財総覧
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図書系情報基盤 ディスカバリーサービス

地公体（都道府県・市町村）・法人調査組織
・博物館・大学・学会等

文化財情報の流通（データの流れ）
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抄録

【開発中】WebGIS

書誌

欧州の考古学
データポータル

時空間
論文・データ

論文
情報
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木簡データ JDCatへの掲載

（1）JDCatとの連携

6/26一般公開
木簡庫データ30,075件を連携
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木簡データ JDCatへの掲載

（1）JDCatとの連携
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〇木簡データ
複数の機関と公開画像や木簡庫連携について交渉中

（2）他機関のデータ受入や受託

受入データ拡大へ向けて

今年度以降、画像連携が完了したものからJDCat連携に向けてメタデータ整理

各機関の反応は、おおむね好意的

高解像度の画像提供は、木簡庫からではなく各機関からとの要望あり

JDCat連携に必要なメタデータ「対象時期」(遺構の年代観) の整理が
難しいとの声も



報告書データベース登録に関する全国説明会を実施
対象：地方公共団体およびその関係機関、法人等調査組織、

大学等その他法人の埋蔵文化財担当職員等

趣旨：発掘調査報告書と、文化財動画や文化財イベント情報の連携→効果的な発信が可能
当説明会では、報告書の電子公開や文化財情報の登録の実務を説明
活用促進と普及公開に資することを目指す

・愛媛県（現地・オンライン併用）
・山梨県
・沖縄県 計242名の参加
（※2024年度は鹿児島、栃木、福井で実施 計217名の参加）

受入データ拡大へ向けて
〇文化財情報

（2）他機関のデータ受入や受託

2026年度も引き続き実施予定

データ利活用の促進とも関係

2025年度は下記3会場で実施
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（2）他機関のデータ受入や受託
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受入データ数とダウンロード・アクセス数の推移
〇文化財情報

全国文化財総覧 年度ごとの利用状況とデータ数の推移 奈文研公開データベースのアクセス件数の推移 11



・JDCat連携用に整理した項目の
ウェブサイト表示

遺跡名（英語）
調査主体（英語）
遺構の年代観
DOI

・画像ダウンロードボタンの設置

（2）他機関のデータ受入や受託
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〇木簡データ

受入体制の強化



外部有識者を招いて所内研究会を開催。

2024年度所内研究会のようす

13

（3）データ利活用の促進

データ利活用研究会

2025年度のテーマ：時間情報
①あいまいな時間情報に関する表現・検索方法
②他の時間情報と結び付けるLinked Data
③時間名から時間軸上の位置を得るシステム

2024年度のテーマ：研究データ
①研究データを巡る国の方針・考え方
②研究データの長期保存のための世界的な動向
③研究データを適切に維持・公開・活用するための国内機関の動向



あいまいな時間情報の記述・検索
① あいまいな時間情報

８世紀初頭、江戸時代中期、近代以降、など
歴史学ではあいまいな時間情報を取り扱うことが多い

② JDCatの「対象時期」

③ あいまいな時間表現の記述・検索
あいまいな時間の記述ができれば、もっと連携しやすくなる？
あいまいな時間の検索ができれば、もっと利活用しやすくなる？

JDCat拡大の可能性

あいまいな時間表現の記述は不可、検索方法も
西暦に置き換えて始点と終点を明示

連携する分野の裾野が広がり、JDCat活用の可能性も広がる？



ご清聴ありがとうございました。

来年度以降も新たなデータをJDCat連携予定


